
  

🄫世田谷区 

烏山地域キャラクター「からぴょん」 

社協＝社会福祉協議会の略 

 

☆つなぐ烏山☆つながり事例 

つながり事例概要 

区民からの寄付の相談をネットワークを

活かして活用してくれる施設に繋いだ事例 

 

区民から家でとれる夏みかんを寄付した

いとの相談を受け社協が区民からの情報を

もとに地域の福祉施設につなぎ、夏みかん

をジャムに加工し双方に喜ばれた。 

地域振興課 

区民からの相談 

社協 

区民 

（元民生委員） 烏山福祉作業所 

 区民 

家の庭に夏みかんがいっぱいなる

けど食べきれない。もったいない

から、誰かひきとってくれないか

しら・・。区に相談してみよう！ 

 

 

ジャム用の果実

を募集中！ 

運営委員会で庭の果実

をジャム用に寄付した

話があったな・・。 

相談してみよう！ 

個数や運搬方法など細かく確認 

してコーディネート 

地域に生活しており 

地域の社会資源に精通 

食材の活用 

社協さんに相談

してみよう！ 

打診 

相談 

フィードバック 

うまくつながったポイント 

・お互いが顔なじみ（気軽に相談できる関係性） 

・お互いの役割（できる事）が分かっている。 

・各種の集まりなどでの地域のつながり事例の共有。 

・連絡先を伝えただけでなく、状況をよく聞き取った

上で活用できるところに丁寧につないだ。 

頼んだり頼まれたり 

一緒に話し合う 

一緒に動く 

相談 

打診 

夏みかんをマーマ 

レードジャムにして 

販売！ 

個人宅で収穫された夏みかんをマーマレードジャムに加工して販売した事例 



 

 

  

学習支援の場の確保のためにつながりを活かして地域の活動場所を紹介した事例 

 

 

※ 社協 ＝ 社会福祉協議会の略 

 

☆つなぐ烏山☆つながり事例 

つながり事例概要 

子ども食堂での学習支援の課題を地域の社会資源を 

活用して解決した事例 

 

子ども食堂の会場で小学生向けに学習支援を行っていた

が場所が狭く十分な学習や遊びのスペースが取れない。 

また、お弁当と会食の両方を作るため、衛生面でも子供た

ちが活動している場での調理は問題がある。 

継続できる場所を確保したい。 大学生の学習支援ボランティア 

（子ども食堂にて学習支援） 
社協 

区民 

町会長 
神社の社務所 

近隣小学校 

学習支援の場

としての活用 

近隣の小学校にチラシを配り 

活動の理解と募集を行った 

活動場所の確保、ボランティアの発掘 

地域の中で生活しており 

地域とのつながりが強い 

活動の理解と募集のため

の働きかけを行おう！ 

相談 

課題の共有と解決策の模索 

うまくつながったポイント 

・地域の社会資源を知っており、活用についての

アイデアがあった。世代や分野を超えての広が

りを模索した。 

・必要な社会資源につながるためのつながりが 

あった。 

・こども食堂への地域の理解と協力を得るための 

働きかけを行った。 

 

参加者募集 

調整 

こども食堂スタッフ

も学習支援にも協力 

子供が安全に移動できる距離に

神社の社務所があった！ 

使えないか相談してみよう！ 



 

 

 

 

地域でのつながりを活かしてボランティアの活動場所を開拓しつないだ事例 

 

つながり事例概要 

 関係機関から社会福祉協議会に「就労を支援中の方で空いてる時間にボランティアを希望して

いる方がいる」との相談が入った。希望としては人とあまり関わらずにできる事を望まれている。  

 

      

・活動場所、趣味や、やりたいこと、やれることの希望を確認。 

・希望に合う花の水やりを募集中の場所があることを思い出し、ボランティア希望者をつなげて

受け入れてもらった。 

・ボランティアの内容や時間について調整を行い、前からいた地域のボランティアが立ち会い、

新しい方をうまくフォローしてくれたため定着につながった。 

・現在も継続的に活動できている。 

 

うまくつながったポイント 

・ボランティア希望者の希望内容（家から近すぎず遠すぎない場所。毎日行けるか分からないの

で負担感の少ない緩やかな場、園芸が好きであること等）を丁寧に聞き取った上で、ニーズに

合ったボランティア先を紹介した。 

・地域の団体とのつながりを通して得ていた情報を、うまく活用した。 

 

つながりのヒント 

・実現したい事がある人が、まずは情報発信する。 

・日頃から地域の情報を把握しておく。 

・情報を持っている人や団体が、人と人や団体につなげていく。 

 

いまから・ここから 自分たちでできる事 

☆ 地域で起きている事を知る。 

☆ 地域にどんな人がいるかを知る。 

☆ 自分ができる事を考える。 

☆ 参加・取り組める事から、スモールステップでやってみる。 

☆つなぐ烏山☆つながり事例 



 

 

 

移動販売の販売促進のためアイデアを持ち寄り地域の社会資源を活用した事例 

 

つながり事例概要 

 民生委員と社会福祉協議会より相談があり「団地で移動販売を行っているが人が集まらない。

どうやったら集客を増やしコミュニティを作っていけるか、アイデアが欲しい。」との投げかけが

あった。 

大学のゼミの学生も関わっており、民生委員に相談が入った。 

移動販売の課題として、地域とのつながりがなく、PR する場所がなく集客につながらないとの事。 

      

・☆つなぐ烏山☆の運営委員会でアイデアを募り協力できる団体と協力方法について検討。 

・集客のための意見交換。 

・PR のための段取りをして、地域の団体につながった。 

             ↓  その後の展開 

・高齢者が多く集まる地域の団体で試食会を実施。食品の PR を行い高齢者の集客を増やす取り

組みを行った。 

・町会回覧にてチラシの PR を行った。 

うまくつながったポイント 

・☆つなぐ烏山☆の運営委員会という多分野、多業種の関係者が集まる場で意見交換をしたので、

多様な視点からのアプローチ法や PR 法の意見が出た。 

・運営委員会に出席している関係者が所属する団体の協力を得る事ができた。 

つながりのヒント 

・困っている人、課題を感じている人が、色々な場を捉えて発信する。（情報発信） 

・多分野の、色々な人が集まっている場で発信する事で色々なアイデアが出る。 

 新たな視点で斬新なアイデアが出る。（情報収集、解決策の検討） 

・様々な団体に所属している人がそれぞれの立場で協力できる事をする。（協働） 

いまから・ここから 自分たちでできる事 

☆ 地域で起きている事を知る。 

☆ 地域にどんな人がいるかを知る。 

☆ 自分ができる事を考える。 

☆ 参加・取り組める事からスモールステップでやってみる。 

☆つなぐ烏山☆つながり事例 


